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お買い上げいたださありがとラございまず。 

A 敬化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 
^ 目 p I 火災や人身事故になることびあります。 

この取掘説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の 
取り扱いかたを示していまず。 この取扱説巧書を よ< お読みのラ 
え、 製品をを全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管して 
<ださい。 


◎ 2010 Sonv Corporation 







么警告 ま全のために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。 
しかし、電気製品はすべて、間違った使いかたをする 
と、乂災や感電などにより人身事故になることびあり 
危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りく 
ださい。 


安をのための注意事 I 頁を守る 


4〜目ページのを意事項をよくお読みください。製品 
全般のを意事項び記載されています。2日ページの 
r 使用上のごを意」わあわせてお読み<ださい。 


定期のに点巧ずる 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびないか、 
コンセントと電源プラグの間にほこりがたまっていな 
いか、プラグびしっかり差し込まれているか、などを 
点検してください。 


巧障した百ほわない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源コード 
などび破損しているのに気づいたら、すぐにお買い上 
げ店またはソこーサービス窓□に修理をご依頼くださ 
し、。 



異常び起をた百 




〇 

〇 

〇 


電源を切る 
電源プラグをコンセ 
ントか5巧く 
お買い上げ店または 
ソニーサービス 窓 □ 
に修理を依頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、；欠 
のよラな表示をしています。表 
示の内容をよ<理解してから本 
文をお読み < ださい。 


[7 K 危 P 勾 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災•感電•破裂などによ 
り死亡や大けびなどの人身事故 
び生じます。 


A 警告 


この表示の注意事項を守らない 
と、火災•感電などによ0死亡 
や大けびなど人身事故の原因と 
なります。 


应注意 1 

この表示の注意事項を守らない 
と、感電やその他の事故により 
けびをしたり周进の家財に損害 
をちえたりすることびあります。 


ミ 主意を促ず記号 

/k\ 

乂災 感電 指のケガに 
注意 


行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 分辭禁止 

接触禁止 めれ手禁止 

行為を指示する記号 

〇 C 

指で つラグをコン 

セントから巧く 


2 

























接続と準備 

付属品を確認する.. 
U モコンを準備する 
テレビなどにつなぐ 
電源コードをつなぐ 


再生ずる 

ディスクを再生する . 13 

MP3/JPEG ファイルを再生する . 15 


設定を変更ずる 

本機の設定を変更する . 17 


その他 

故障かな？と思ったら . 21 

再生できるディスクー覧 . 23 

使用上のごを意 . 25 

主な仕様 . 26 

保証書とアフターサービス . 26 

索引 . 27 


本書の読みかた 

•本書では、リモコンのボタンを使った操作説明を主体にしています。 U モコンと同じなまえの 
本体のボタンち同じよラに使えます。 

•指定されている場合を除さ、 CD、DVD を総称して「ディスク」と表現しています。 

•磯能の説明をわかり和す<するため、 EEI のよラな記号を使っています。詳しくは、「再生で 
をるディスクー養」 （23 ページ）をご幫ください。 

•間違った使い方をしないために巧っておくべさ情報は0、巧っていると役に立つ情報は’な‘で 
表現しています。 


目次 


安全のために . 2 

各部のなまえ . 7 


0 0 12 
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么警告 I 善会 


下記の注意事項を守 S ないと 
义災 • 感電により死亡や大けびの原 
因となりまず。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火がや感電の原 
因とな0ます。 

. 製品と壁や棚との間にはさみ込んだりしな 
い。 

.電源コードを加工した0、傷つけたりしな 
い。 

•重いわのをのせたり、引っ張ったりしない。 
•熱器具に近づけない。加熱しない。 

.移動させるとさは、電源プラグを抜<。 

.電源コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜 
く。 

一万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店ま 
たはソニーサービス窓□に交換をご依頼くださ 
し、。 


0 

禁止 


キャビネットを開けたり、分解や改造 
をしない 

火がや感電、けびの原因となることびあり 

-► 内部の点検や修理はお買い上げ店また 

は ソニーサービス 窓□にご依頼<ださかが禁と 


し、。 


雷び鳴りだした S 、 本体や電源プラグ 
に触れない 


感電の原因となります。 


接触禁止 


湿気やほこりのをい場所や、油煙や湯 
気のあたる場が(しは置かない 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の 
原因となることびあります。特に風呂場や i \) 
加湿器のそばなどでは絶対に使用しないで 
<ださい。 胃と 


本機は国内専用でず 

交流 100 V の電源でお使いください。海が 
などで、異なる電源電圧で使巧すると、火 
災-感電の原因となります。 

また、コンセントの定格を越えて使巧しな 
いでください。 


〇 

指示 


巧部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となり 
ます。本機の上に巧瓶など水の入ったちの |\) 
を置かないでください。また、本機を 7 k 滴 
のかかる場所に置かないでください。 

-► 万一、水や異物び入ったときは、すぐに 

本体の電源を切り、電源プラグをコンセントか 
ら抜さ、お買い上げ店またはソニーサービス窓 
□にご相談ください。 
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A ミち意 


下記のま意事項を守 S ないとけた i をし 
たり周辺のま財に損害を与えたりずる 
ことがありまず。 


めれた手で電源プラグにさわ S ない 


感電の原因となることびあります。 


めれ手禁止 


コード類は正しく配置ずる 

電源コードや AV ケープルは足にひっかけ 
ると機器の落下や転倒などにより、けびの C \) 
原因となることびあります。充分に注意し 
て接続、配置してください。 


風通しの悪い巧に置いたり、通風孔を 
ふさいだりしない 

巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんや巧 
団の上または壁や家具に密接して置いて、 |\) 

通風孔をふさぐなど、自然放熱の妨げにな 
るよラなことはしないでください。過熱し 
て火災や感電の原因となることびあります。 


移動させるとを、長期間使わないとを 
は、電源プラグを巧く 


長期間使用しないとさはま全のため電 
源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。絶縁劣化、漏電などにより火災 
の原因となることびあります。 


€ 

3ラグをコン 
セントカ'6抜く 


大音量で長時間つづけて聞かない 

ちを刺激するよラな大きな音量で長時間つ 
づけて聞< と、聴力に悪い影響をちえるこ |\) 
とがあります。特にへッドホンで聞くとき 
にごを意 < ださい。 

-► 呼びかけられたら気がつ<<らいの音量 
で間さましよラ。 

安定した場所に水平に置< 

本機を縦に置いたり、ぐらついた台の上や 
おいたところなどに置<と、製品び落ちて 
けがの原因となることびあります。また、 

置さ場所、取り付け場所の強度ち充分に撞 
認してください。 

0 

禁止 

本体の前に物を置かない 

ディスクトレイび開<際に、物び倒れて破 
損やけがの原因となることびあります。 

0 


禁止 

幼児の手の届かない場所に置< 

ディスクの挿入□などに手をはさまれ、け 
がの原因となることびあります。お子さま 
がさわらめよラにご注意くださし、。 

指のケガに 

注 S 


移動させるとを、ずべての AV ケーブ 
ルや電源コードを巧< 


AV ケーブルや電源コードは足にひっかける 
と機器の落下や転倒などにより、けびの原 
因となることがあ0ます。 


〇 

指示 


移動させるとき、両手で持つ 

本機を片手で持つと、落として破損やけび 
の原因となることびあります。 


〇 

指示 


お手入れの際、電源プラグを巧く 


電源プラグを差し込んだままお手入れ 
をすると、感電の原因となることびあ 
ります。 


运 

3ラグをコン 
セントカ'ら巧く 


ひび割れ、変おしたディスクや補修し 
たディスクを再生しない 


本体内部でディスクび破損し、けびの原因 
となることびあります。 


0 

禁止 
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電池についてのま全上のご 
ミち意 


お漏れ•破製•発熱•巧义-誤软に 

よる大けがや失明を避けるたゆ、下記 
のま意事項を必ずお守り <ださい。 


A 警告 


電池の液び漏れたときは素手で液をさ 
わ5ない 

電池の液が目に入ったり、身体や衣服につ 
くと、失明やけび、皮膚の炎症の原因とな CTJ ) 
ることがあります。液の化学変化によ0、 

時間がたってから症状び現れることびあり 
ます。 


必ず次の処理をずる 

-► 液が目に入ったときは、目をこすらず、 

すぐに水道水などのされいな水で充分洗 AA 
い、ただちに医師のを療を受けてくださ^ 

し'\ 指 W 

-► 液が身体や衣服についたときは、すぐに 

されいな水で充分洗い流して<ださい。皮膚の 
炎症やけびの症状びあるときは、医師に相談し 
て < ださし、。 


電池は乳幼児の手の届かない巧に置< 


電池は飲み込むと、窒息や胃などへの障害 
の原因となることびあ0ます。 

-► 万一、飲み込んだときは、ただちに医師 
に相談してください。 


0 

禁止 


電池を乂の中に入れない、加熱•分 
解-改造-巧電しない、水でめ5さな 


い 

破裂したり、液び漏れたりして、けびやや 
けどの原因となることびあ D ます。 


0 

禁止 


A 注意 


指定がの電池を使わない、新しい電 
池と使用した電池または種類の違ラ電 
池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いにより、破裂したり、液 
が漏れたりして、けびややけどの原因とな 
ることびあります。 


0 

禁止 


+と一の向きを正しく入れる 

+と一ををに入れると、ショートして電池 
が発熱や破裂をしたり、液び漏れたりして 、 ftA 
けびややけどの原因となることびあります。 


使い切ったときや、長時間使用しない 
ときは、電池を取り出ず 


電池を入れたままにしておくと、過放電に 
より液び漏れ、けびややけどの原因となる 
ことびお0ます。 


〇 

指示 


リモコンのフタを開けて使用しない 


U モコンのフタを開けたまま使巧すると、 
漏液、発熱、発火、破裂などの原因となる 
ことびお0ます。 


〇 

指示 
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各部のなまえ 

詳しい説明は （） 内のページをご幫くださ 
し、。 


y モ3ン 


.の 

圓 

埋 

固 

音量+、数字の「日」、►-(再生)、音声切換 
には、凸（突起）び付いています。操作の目 
印としてお使いください。 



開/巧入力切巧 TV 星堀 

回口 〇 〇 


〇 © @ 


m — 

の®® 
の © © 

5195? 


I クリア声切巧字幕切巧 



前 巧 

「〜1 r*Q I -«n I … I 


,1 _再ち_ I , 

「"1 r °1 1 一 i 

早る/里見一時停止停止 

□ 日の 


田と（開/閉） （13 ページ） 

ディスクトレイを開/閑します。 


回数き 

タイトルやチャプターなどの番号を入力 
します。 

• DVD ビデオ / CD / ビデオ CD のとき： 
タイトルやチャプター、トラックの番 
号を入力し、決定ボタンを巧してダイ 
レクトサーチびできます。（ビデオ CD 
は 「 PBC 」 を「切」に設定していると 
さのみです。） 

DVD のタイトルとチャプターを切り換 
えるには、令片を巧します。 

クリアに0ページ） 

入力内容を消去します。 


固時間表示 

再を時間や残り時間を表示します。繰り 
返し巧すと表おされる情報を切り換えら 
れます。 


音声切換 

音声を変更します。 

• DVD ビデオのとさ：ボタンを押すたび 
に、音声び切り換わります。ディスク 
によって、選べる言語は異なります。 

• DVD ( VR モード）のとき：ボタンを 
押すたびに、録音された音声トラック 
び主音青、副音声、主音声+副音声に 
切り換わります。 

• CD / ビデオ CD のとさ：ボタンを巧す 
たびに、ステレオとモノラル（左/ち） 
に切り換わります。 

字幕切換 

字幕を変更します。ボタンを巧すたびに、 

字幕び切り換わります。ディスクによっ 

て、選べる言語は異なります （ DVD の 

み）。 


入力切換 （10 ページ） 

テレビの入力を切り換えます。 

TV 電源 （10 ページ） 

テレビの電源を入/切します。 

電源 （13 ページ） 

本機の電源を入/切します。 

音量+ /— （10 ぺージ） 

テレビの音量を調節します。 


呼巧のぺージへつづく 





























团トツプメニュー 

トップメニューを表示します ( DVD ビデ 

才のみ)。 

メニュ ー 

• DVD ビデオのとさ：メニューを表示し 
ます。 

• CD / ビデオ CD のとさ：ボタンを巧す 
たびに、 U ピート再生、ランダム再生、 
再生に切り換わります。（ビデオ CD は 
「 PBC 」 を「切」に設定しているとさの 
みです。） 

• JPEG ファイルのとを：サムネイルー 
覧の表示やスライドショーの再生びで 
きます （16 ページ）。 

(戻る^ (14 ぺージ） 

前の表示に房ります。 

画面表の 

• DVD のとさ：コント□ールメニュー画 
面を表おします。この画面から再生の 
設定を変更でをます （14 ページ)。 

• CD / ビデオ CD のとき：再生情報を表 
おします。 （ CD のみ、ボタンを押すた 
びに時間表示び切り換わります。） 

•停止中：本磯の設定を変更します （17 
ページ）。 


固！◄◄(前） （16 ぺージ） 

再生中のチャプターやトラック、場面の 
初めに房ります。 

2回押すと、前のチャプターやトラック、 
場面の初めに戻ります。 

►W (次） （16 ページ） 

次のチャプター和トラック、場面に進み 
ます。 

夺 •/ •卡（フラッシュ） 

少し前に戻0ます/かし先に進みます 
( DVD のみ)。 

ィ ■◄◄/ ►►■►(スキヤン/ス □—) 

再生中に巧すと、早送り/早戻しします。 
くり返し巧すと、早さび変わります。 
一時停止中に巧すと、ス□一再生/ス 
□一戻しします。くり返し巧すと、早さ 
び変わります（ス□一再生は DVD / ビデ 
才 CD のみ、ス□一房しは DVD のみ)。 

► (再生） （13 ページ） 

再生します。 

II (一時停止） （13 ページ） 

一時停止または再生を再開します。 

■ (停止） （13 ページ） 

再生を停止します。 


仁/个 /*/■> 

表示されている項目を選びます。 

© (決定） 

選んだ項目を決定します。 


早見/遅見 （14 ページ） 

音声付をで早見再生や遅見再ををします 
( DVD / ビデオ CD のみ)。 
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本が前面 



田1/の（電源） （13 ページ） 

回ディスクトレイ （13 ぺージ) 
团表示窓 （14 ページ） 

团回 （ U モコン受光部） 


固± (開/閉） （13 ぺージ) 
固 ► (再生） （13 ぺージ） 
团 ■ (停止） （13 ページ） 


本体を面 



田 D 1/ D 2 映像出力端子 （11 ページ） 回映像出力端子 （11 ページ) 

回デジタル音声出力端子（光） （12 团音声出力端子 （11 ページ) 

ぺージ） 
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WrtWITVM ■■ 


付属品を確認ずる 

巧の付属品びそろっているかを確認して<だ 
さい。 

• 映像/音声ケーブル（ピンプラグ X 3トーピン 
プラグ X 3)(1) 

• U モコン （1) 

•単3お （ R 目）乾電池 （2) 

•保証書 （1) 

付属品びそろっていないとさは、お買い上げ 
店または ソニー サービス窓□にご連絡くださ 
し、。 


U モコンを準備ずる 

U モコンに単3お ( R 6) 乾電池（付属）を2 
個入れます。乾電池の西と©の向さをリモ 
コンの表示に必ず合わせてください。 



付属のリモコンでテレビを操作する 

U モコン信号をお手持ちのテレビのゾーカー 
に合わせると、本機の U モコンでテレビの電 
源や音量-入力切換を操作でをます。 


入力切換 • 
数字- 


■ TV 電源 
—音量+/_ 


1リモコンの TV 電源ボタンを巧した 
まま、テレビのメーカー番号 （2 巧) 
を数字ボタンで入力する。 

と入力した後、 TV 電源ボタンをはな 
す。 

メーカー番号 

メーカー番号び2つ攻上あるときは、順に試 
してテレビび操作でさる番号をお選び<ださ 
い。 


メーカー 

メーカー 番号 

ソニー 

01* 


パナソニック 

芯 

13 

黃芝 

03 


日立 

04 


EM 

05 


JVC 

06 


兰洋 

07、 

15 

シャープ 

08 


NEC 

09 


パイオニア 

10 


フナイ 

14 


アイワ 

17 


SAMSUNG 

18、 

19 


* お買い上げ時の設定です。 

テレビの操作ができるボタン 

政下のボタンを使つてテレビの操作びでさる 
よラになります。 


押ずボタン 

でさること 

TV 電源 

テレビの電源を入/切する。 

音量+ / — 

テレビの音量を調整する。 

入力切換 

テレビの入力を切り換える。 

な 


I テレビによってはメーカー番号を合わせてを操 
作でをないことや、一部のボタンび使えないこ 
とびあ0ます。 

I U モコンの電池を取り換えたとをは、メーカー 
番号が自動的にお買い上げ時の設定に戻ること 
びあ0ます。その場合は、六一力一番号ををラ 
一度入力し直して < ださい。 


接続と準備 


.№9 

「•◎邀 

©を @ 
包®#01^み 
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テレビなどにつなぐ 


本機とテレビやモニター、 AV アンプなどにつなざます。お手持ちの機器の入力端子によって、 
〇または包のつなざかたから選んで接続します。 

〇テレビの映像/音青入力端子につなぐ 

標準的な映像び楽しめます。 

映像/冒声ケープル （黄） 




© テレビの D 映像/音青入力端子につなぐ 

映像本来の色び忠実に再現され、高画質でお楽しみいただけます。 

本機は D 2 映像信号まで対応しています。テレビびプ□グレッシブ方式に対応している場合は、 
この接続をおすすめします。その場合は「設定」一「一般設定」一「プ□グレッシブ」を「入」 
にしてください （18 ページ)。 

D 端子ケーブル 
側売り） 




〇 


つなぐ機器の取扱説明書をご覧ください。 

あらかじめ本機やつなぐ機器の電源を切0、電源コードをコンセントから抜いてからつないで<ださ 
い。 

ノイズや雑音の原因となるのでプラグは端子にしっかりと差し込んで<ださい。 

本機はテレビに直接つないで<ださい。本機からビデオデッキなどを経由してテレビにつなぐと、映 
像び乱れる場をびあります。 


■ 疵誦懦誦 


-► 巧のぺージへつづ < 11 































AV アンプにつなぐには 


CD / DVD フレーャー 



デジタル音声出力 逃甲』旧 
光端子へ 



画 


J -光デジタルケープル 
4 (別売り） 

0デジタル音声入力 
^光端子へ 


デコーダー付 AV アンプ 


I — 信号の流れ 


電源コードをつなぐ 

本機およびテレビなどの接続した機器の電源 
コードをコンセントにつなざます。 


な 

切下の接続を行ったとさは、本機の設定び必要 
です。接続した機器に合った設定を行ってくだ 
さし、。 

一4 : 3のテレビにつないだとを：「テレビタ 
イプ」の設定を行って<ださい （17 ペー 
ジ)。 

一 AV アンプにつないだとを： r 宣声デジタル 
出力」、「ドルビーデジタル」、 roTSj の設 
定を行ってください （19 ページ)。 

ープ□グレッシプ対応のテレビにつないだと 
を： 「プ□グレッシブ」の設定を行ってくだ 
さい。お好みで「プ□グレッシブ変換モー 
ド」の設定ち行えまず。 
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再生する 


ディスクを再生ずる 


DVDvideo 


DVDvft 


i, け , 】【 4,1 IpTcUcI 


ディスクによって、操作び制限されているこ 
とをあります。ディスクに付属の説明書をご 
覧ください。 


BMW* け " 3 ? I' 

□ 口 〇 0 — 


数字 ■ 


0つ . 


りを每 
0 © © 


•宇 Mvjw 

ロロ ； 


〇, 


を <D 0 


Iwl I *.l I I … I 



電源 


卜 / 个 /*/* 

決定 

画面表术 


► 


■ 


1テレビの電源を入れる。 

2電源ボタンを巧す。 

3本機の映像び映るよラに、テレビの 
入力を切り換える。 


4全を巧してディスクトレイを開け、 
ディスクを置く。 



再生を停止ずるには 

■を巧します。 

再生を一時停止ずるには 

■■を巧します。 

な 

DVD レコーダーで記録されたディスクを再生す 
るには、 フアイナライズ作業が適切に巧われて 
いる必要がありまず。 フアイナライズ作業につ 
いて詳し<は、 DVD レコーダーに付属の取撒説 
お書をお読み < ださい。 

スクリーンセーバーと自動電源オフに 
ついて 

ディスクの再生中政外のとき、何も操作され 
ないまま1日分び経過すると、スクリーン 
セーバーび作動します （18 ページ)。 
ディスクの再生中 Lii がのとさ、何ち操作されな 
いまま30分び経過ずると、本機の電源び自動的 
に切れまず（自動電源オフ機能） （18 ページ)。 

再生を止めたところか S 再生ずるには 
(つづを再生） 

r ?7 M VLirl 

再生を止めたおと再び►-を巧すと、■を巧 
したところか6再生を始めます。 

ク 

•ディスクを最初から再生したいと定は、■を2 
回押してから、►-を押します。 

•停止後、電源を切り、再び電源を入れると、自 
動的につづさ再生しまず。 

〇 

•再生を止めたところによっては、つづを再生の 
始まりびずれることびあります。 

•なの場合、再生を止めたところの記録は消え、 
つづを再生でをません： 

ーディスクトレイを開いたとを。 

一電源コードを掠いたとを。 


5 を巧す。 

ディスクトレイび閉まり、再生び始まり 
ます。テレビまたは AV アンプで音量を 
調節します。 

ディスクによって、テレビ画面にメ 
ニューび表示されます。 <■/ 个 /*/■> で項目 
を選び、決定ボタンを巧してください。 


呼巧のぺージへつづく 


13 















音声付さで早見再生や遅見再生をずる 
には fpTIM vufi 

再生中に早見/遅見ボタンを巧すと、早見再 
生や遅見再生をしなびら、尝話や音声を聴< 
ことびでさます。 

ク 

• 早見/遅見ボタンをくり返し押すと速度が変わ 
ります。 

•通常の再生に戻したいとをは、を押します。 

な 

• 早見再生や遅見再生中は、：欠の操作びでさませ 
ん J 。 

一音声の切換 
一字幕の切換 

ーコント □ ールニュー画面の表お 
• :欠の場台、早見再生や遅見再生はでさません。 
ーコント □ ールメニュー画面を表示している 
とを。 

一 DTS 宣声トラックを再生しているとを。 
-DVD ( VR モード）で静止画を再生してい 
るとを。 

DTS 音声を楽しみたいときは旺团国 

• DTS 音声信号はデジタル音声出力端子（光) 
か5のみ出力されます。デジタル音声出力 
端子（光）を接続して<ださい （12 ペー 
ジ） 

• DVD ビデオの DTS 音声を再をするとさは、 
r 設定」一「オーディオ設定」一 「 DTS 」 を 
「入」に設定します （19 ページ)。 

• DTS デコーダーを内蔵していないアンプな 
どのオーディオ機器につないでいるとさは、 
「設定」一「オーディオ設定」一 「 DTS 」 を 
「入」に設定しないでください （19 ペー 
ジ)。スピーカーか5大さな音び出てちに悪 
影響を及ぼしたり、スピーカーを破損した 
りすることびあ0ます。 

PBC (プレイバックコント□ール） 
機能を使ラには !! aa 

P 目 C 磯能のあるビデオ CD は、メニューび 
表示され、；><ニューにしたびって再生でさま 
す。数字ボタンで項目の番号を選び、決定ボ 
タンを巧します。表おされる指示にしたびっ 
て操作してください。 （「 SELECT を押してく 
ださい。」と表示されたとさは、►-を押して 
<ださい。） 


ディスクトレイを□ックずるには 
(チャイルド□ック） 

A を使えな<することびでさます。モ供び 
ディスクを誤って取り出すのを防ぐとさなど 
に便利です。 

電源「切」時に U モコンの八対甲した後、 
続けて決定ボタン、リモコンの電源ボタンを 
順に巧します。 

電源び入り、本体表示窓に「1り! 'Fi」 
(LOCKED) び表示されます。 

ク 

•チャイルド□ックを觸除したいとをは、上の操 
作をくり返しまず。 

• 「設定」一「一般設定」の「初期値」を実行し 
てを （18 ページ）チャイルド□ックは解除さ 
れません。 


コント□—ルメニユー画面を使ラ 

再を情報を確認でさます。タイトル和チヤプ 
ターを選んだ0、音亩や字幕などを変更する 
ことちでさます。 

1画面表示ボタンを巧ず。 

コント □ ールメニユー画面び表のされま 
す。 

例： DVD ビデオを再生中 
項目 現在の再生情報* 


コント□-ルメニユー 1 

1タイトル 

02/07 1 

チャプター 

HP 

字幕 

04/20 

02 5.1 CH 中 D 日本語 

01曰本語 ▼ 


経過時間または残0時間 

DVD (VR モード）再生中は、タイトル番号の 
横に「プレイリスト」または「才 U ジナル」と 
表示されます。プレイ U ストびあるディスクで 
は、コントロールメニュー画面の「タイトル再 
生モード」から「プレイ U スト」と「才 U ジナ 
ル」を切り換えられます。再生中はできません 
ので、切り換える場合は、■を2回押してつ 
づを再生を觸除してから画面表示ボタンを押し 
て < ださい。 
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个 /* で項目を選び、ミ央定ボタンを巧ず。 

• タイトル：个 /* または数字ボタンで夕 
イ h ル番号を選びます。 

•チャプター：个または数字ボタンで 
チャプター番号を選びます。 

•音声：个で音声を選びます。 

•字幕：个で字幕を選びます。 

•アングル：个 /* でアングルを選びます。 

• タイトル時間：再を中のタイトルの時 
間び表示されます。決定ボタンを巧す 
と「日〇:日日:日日」び表示されますので、 
数字ボタンで再生したい場面のタイム 
コードを入力して < ださい。 

•チャプター時間：再生中のチャプター 
の時間び表示されます。決定ボタンを 
押すと「00:00:00」び表示されますの 
で、数字ボタンで再生したい場面の夕 
イムコードを入力して < ださい。 

• U ピート：个/みで「€?チャプター丄 
「 G タイトル」、 「 G ディスク」または 
「切」を選びます。 

• A-B U ピート：个 /* で「設赴を選び、 
決定ボタンを押します。さらに決定ボ 
タンを押して A 点と目点を選びます。 

•時間表示：「タイトル経過時間」び表示 
されます。个で「タイトル経過時 
間」、「タイトル残時間」、「チャプター 
経過時間」または「チャプター残時間」 
を選びます。 

•設定：再生中は本機の設定を変更する 
ことはでさません。停止中に行ってく 
ださい （17 ページ)。 

ミ夹定ボタンを押ず。 


コント□ールメニュー画面を閉じるに 
は 

画面表示ボタンまたは。を巧します。 


MP 3/ JPEG ファイル 
を再生ずる 


本磯では、 MP 3/ JPEG ファイルを再生でき 
ます。再をでさるファイルについては、「再を 
でさるディスクー K 」（23 ページ）をご覧く 
ださい。 

データファイルを読み込むとアルバムの一覧 
び表示されます。 KODAK 円 cture CD (コ 
ダックピクチャー CD ) の場合、ディスクを 
入れると自動的に再生を始めます。 










にュー 

-令/个 W4 

決定 


个 /* でアルバムを選び、決定ボタン 
を巧す。 

アルバム内のファイルの一覧び表示され 
ふ 9 〇 

例： MP 3 ファイルの一覧 


〇 


ディスクによっては、コント□ールメニュー画 
面を使えない場をびありまず。 

ディスクによっては、設定でをない項目びあり 
ます。 

DVD ( VR モード）のディスクでは、：欠の項目 
び設定でをません。 

ーチャプター時間 
- U ピート 
- A - 目 U ピート 

つづを再生停止時では、設定でをない項目びあ 
0ます。 


•前後のページを表示するには、 


ま 


たはを巧します。 

•アルバムの一養に戻るには、个 /* で 
をを選び決定ボタンまたは►-を巧し 
ふ 9 〇 

个 /* でファイルを選び、巧定ボタン 
またはを巧ず。 

選んだファイルから再生び始まります。 



助牌 4 か 


變ず 


"〇"0苦|口 

庭〇 © @ @1 口 

I □©を贫 © 


呼巧のぺージへつづく 


15 















次または前のファイルを再生ずるには 

► W または \« を巧します。 

再生を停止ずるには 

■を巧します。 

な 

ファイルによって、再生び始まるまで時間びか 
かったり、再生びでさないことをあります。再 
生でをるファイルについては、 r 再生でをるディ 
スクー覧」に3ページ）をご覧ください。 


スライドショーを停止ずるには 

■を巧すと、ファイルの一覧に戻ります。メ 
ニューボタンを押すと、サムネイルの一 K に 
戻0ます。 

スライドショーを一時停止ずるには 

■■を巧します。 


JPEG ファイルを再をずる 

画像を回転させるには 


画像を表示中に、 <■/ 个 /*/■> を押します。 

-> :時計回りに90度回転 
<- :反時計回りに90度回転 
个：上下に反転 
A :左ちに反転 

サムネイルの一覧を表示ずるには 

^ニューボタンを巧します。 

アルバム内の画像ファイルび、12個のル画 
面（サムネイル）で表示されます。 


LJ 。 U LJ 

□ □ □ □ 

□ □ □ □ 

[slide Show I. 目 Prev J [Next>] 


•サムネイルの一覧表示で、前後のペー 
ジを表示するには、 <■/ 个 /*/■> で画面下 
の MPrevJ または 「 Nex 1>」 を選び、 
決定ボタンを巧します。 

•サムネイルの一覧表示を終了するには、 
メニューボタンを巧します。 


スライド シヨー を楽しむ 

1 メニユーボタンを f 甲ず。 

サムネイルの一覧び表示されます。 

2 <■/ 个/ん /■» で画面下の 「Slide ShowJ を 
選び、決定ボタンを押ず。 

スライドショーび始まります。 
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本機の設定を•変更ずる 

設定画面を使って、画質や音声などさまざま 
な設定びでさます。 

あらかじめ再生を件び設定されているデイス 
クでは、ディスクの情報び有効になります。 


数字 ■ 


ク U ア 


M" XAtfWTVH ■» 

回口 〇 Q 

■ 0 © 感們 
® © ◎ izj 

© 感③； 



<•/ 个 

決定 

画面表术 


停止中に画面表示ボタンを巧す。 

コント □ ールメニユー画面び表のされま 
す。 

つづさ再生停止時は設定画面び使用でを 
ません。■を2回巧してつづさ再生を解 
除してから画面表示ボタンを巧してくだ 
さい。 

个/みで「設定」を選び、ミ夫定ボタン 
を巧す。 

設定画面び表示されます。 

設定の種類 項目 


—おおを 

r 



^テレビタイプ： 

16:9 


アンブル マー ク： 

入 


スク U - ンセー/(―: 

入 


PBC : 

入 


プ□ブレツシブ： 

切 


フ□グレツシブ ©8 モー ド： 

自画 


自動電堀オフ： 

初巧値 

入 


0个 /* で設定したい種類を選び、ミ夫定 
ボタンを巧す。 

SSS 一般設定 （17 ページ） 

本体に関連する設定をします。 
4り：オーディオ設定 （19 ページ） 

再生の条件に合わせて音を設定し 
よ9 0 

うさ：言語設定 （19 ページ） 

画面や音亩の言語を設定します。 
巧視聴制限 （19 ページ） 

視聴制限を設定します。 

4个 /* とミ夫定ボタンを巧して、次の各 
項目を選択し調整する。 

設定画面を終了ずるには 

画面表示ボタンまたは。を押します。 


を一船設定 

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。 

♦テレビタイプ （ DVD のみ） 

接続するテレビの画面の種類を設定します。 


4:3 

パンスキヤ 
ン 

4:3画面のテレビとつなぐと 
さ。ワイド画像は映像の左ちを 
自動的にカツトしてテレビ画面 
全体に表示する。 

4:3 

レター 

ボックス 

4:3画面のテレビとつなぐと 
さ。ワイド画像は横長のまま表 
示し、画面の上下は黒<表示す 
る。 

16:9 

— 

ワイドテレビまたは、ワイド 
モードのあるテレビとつなぐと 
き。 


4:3パンスキヤン 


4:3レターボックス 





16:9 



設定を変更する 


规神が樹彻4か 


今; 夕のぺージへつづ< 17 







































な 

•ディスクによっては「4:3レターボックス」あ 
るいは「4:3パンスキヤン」に設定していて 
を、自動的にどちらかで再生されるをのびあり 
ます。 

•テレビとディスクの組み合わせによっては、画 
像びご希望の形に表示されないことがありま 
す。その場合は、テレビの設定と組み合わせて 
ご確認ください。 

♦アングルマーク （ DVD ビデオの 
み） 

複数のアングルび記録された DVD を再生す 

るとさ、画面にアングルマークを表示するよ 

ラに設定します。 


X 

アングルマークを表おする。 

切 

アングルマークを表示しない。 


♦スク リーンセーバー 

ディ スクの再生中攻外のとさ、 何ち操作され 
なし、まま1己分び経過すると、スクリーン 
セーバーの画面に切り換わるよラ設定します。 
画像の焼さ付さ（残像現象）を防ぐのに役立 
ちます。を巧すと、スク U —ンセーバー 
画面は消えます。 


A 

スク1」ーンセーバーを使 ラ。 

切 

スク1」ーンセーノ f 一を使わな 
い。 


♦ PBC (プレイバックコント□一 
ル）（ビデオ CD のみ） 

PBC 機能のあるビデオ CD で、対話型の再 
生和検索を楽しむとさに設定します。 


A 

P 臣 C 機能により、メニューか 
らビデオ CD を再生でさる。 

切 

PBC 機能を使わない。 


♦プ□グレッシブ （ D 映像出力のみ） 

プログレッシブ方式に対応したテレビをお使 
いの場合は、「入」に設定することびでさま 
す。本機の D 1/ D 2 映像出力端子につないで 
ください （11 ページ)。 


入 

プ□グレッシプ信号を出力す 
る。 

些 

通常の信号（インターレース方 
式）で出力する。 


プ□グレッシブ信号を出力ずるには 

1个/んで「プ□グレッシブ」を選び、ミ夫 
定ボタンを押ず。 

2个/んで「入」を選び、ミ央定ボタンを押 
ず。 

確認画面び表示されます。 

3 W 今で 「実行 J を選び、ミ夫定ボタンを 
巧ず。 

映像び5秒間プ□グレッシブ信号に切り 
換わります。 

4 映像が正しく表示されていた5、卜 /■» 
で「はい J を選んで決定ボタンを押 
ず。 

映像び乱れた場合は、「いいえ」を選んで 
決定ボタンを巧します。 

設定を解除ずるには 

映像び乱れたり見えない場合は、電源ボタン 
を巧して本機の電源を切り、数字ボタンで 
「369」と巧して、次に U モコンの電源ボタン 
を巧します。 

♦プ□グレッシブ変換モード 

プ□グレッシブ映像の変換方法を選びます。 
r プ□グレッシブ」び「入」の場合のみ、この 
設定びでさます。 


自動 

自動的に映像素材の種類（フイ 
ルム素材かビデオ素材）を検出 
し、適切な変換方法を選ぶ。通 
常はこの設定にする。 

ビデオ 

常にビデオ素材用の変換方法で 
映像を変換する。 


♦自動電源オフ 

ディスクの再生中似がのとさ、何ち操作され 
ないまま30分び経過すると、自動的に電源 
び切れるよラに設定します。 


A 

自動電源オフ機能を使ラ。 

切 

自動電源オフ機能を使わない。 


♦巧期値 

この設定を実行すると、各設定値び工場出荷 
時の初期値に戻ります。すべての項目びお買 
し、上げ時の設定に戻るので、ごミ主意ください。 
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中)才ーディオ設定 

お買い上げ時の設定は、下線の項目です。 

♦オーディオ DRC (ダイナミックレ 
ンジコント□ール） （ DVD のみ） 

オーディオ DRC 対応の DVD で、音量を下 
げて聞くとさに設定します。 


スタンダー 

と 

通常はこの設定にする。 

テレビ 

かさい音までよく聞こえるよラ 
にする。 

ワイドレン 
ジ 

ライブ音声のよラな迫力のある 
音にする。 


な 

本機のデジタル音声出力端子（光）で接続した 
攝合は、「ドルビーデジタル」を「ダウンミック 
ス PCM」 に設定したときにこの機能の効果びあ 
ります。 

♦音声デジタル出力 

本機のデジタル音声出力端子（光）から音亩 
デジタル信号を出力するかしないかを設定し 
ます。 


X 

通常はこの設定にする。 

この設定を選んだら、「ドル 
ビーデジタル」と 「DTS」 を設 
定!する。 

切 

デジタル回路びアナ□グ回路に 
与える影響を最ル限に抑えられ 
る。 


な 

「音声デジタル出力」で「入」を選んだとさは、 
「ドルビーデジタル」および 「DTS」 を設定して 
ください。つないだ機器に合っていない設定を 
していると、音び出なかったり異音び出て耳に 
悪影響を及ぼしたり、スピーカーを破損したり 
することびあじます。 

♦ドルビーデジタル （ DVD のみ） 

ドルビーデジタル信号のデジタル出力方式を 
選びます。 

「音声デジタル出力」び「入」の場合のみ、こ 
の設定びでさます。 


ダウンミツ 

クス PCM 

ドルビーデジタルデコーダーを 
内蔵していないオーディオ機器 
を接続しているとさに選ぶ。 

ドルビーデ 
ジタル 

ドルビーデジタルデコーダー内 
蔵のオーディオ機器を接続して 
いるとをに選ぶ。 


♦ DTS 

DTS 信号をデジタル出力するかしないかを選 
びます。 

r 音亩デジタル出力」び「入」の場合のみ、こ 
の設定びでをます。 


夫 

DTS デコーダー内蔵のオー 
ディオ磯器を接続しているとさ 
に選ぶ。 

を 

DTS デコーダーを内蔵してい 
ないオーディオ機器を接続して 
いるとさに選ぶ。 


^さ言語設定 

♦画面表示言語 

画面の表示言語を切り換えます。 

♦ディスクメニュー （ DVD ビデオの 
み） 

ディスクのメニューの言語を切り換えます。 
「オリジナル」を選ぶと、ディスク内で優先さ 
れている言語び選ばれます。 

♦字幕 （ DVD ビデオのみ） 

字幕の言語を切0換えます。 

「切」を選ぶと、字幕を表示しません。 

♦音声 （ DVD ビデオのみ） 

音声の言語を切0換えます。 

「オリジナル」を選ぶと、ディスク内で優先さ 
れている言語び選ばれます。 

な 

r ディスク^ニュー」、「字幕」、「音声」で選んだ 
言語び DVD ビデオに記録されていないときは、 
記録されている言語のいずれかび選ばれます。 


巧視聴制限 

視聴制限機能びある DVD の視聴制限レベル 
を設をします。 

♦暗証番号 （ DVD ビデオのみ） 

暗証番号の入力や変更を斤います。この番号 
び視聴制限を設定するための暗証番号となり 
ます。数宇ボタンを使って、4巧の暗証番号 
を入力して < ださい。 


E 器が樹彻叫か 


一•巧のぺージへつづく 
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暗証番号を変更ずる 

1視聰制限画面か5个 /* で「暗証番号 J 
を選ぴ、ミ央定ボタンを巧ず。 

2 「変更 J び選ばれているのを確認して、 
決定ボタンを押ず。 

暗証番号入力の画面び表示されます。 


視獅 J 旧 

旧バスワード 

□□□□ 

巧バスワード 

□□□□ 

バスワード確認 

□□□□ 

[ 

0K 1 


3現なの暗証番号を「旧パスワード J に 
入力し、新しい暗証番号を r 新パス 
ワード」と「パスワード確認 J に入力 
して、ミ夫定ボタンを押ず。 


暗言正番号を間違えたとさは 

手順3で決定ボタンを押す前に暗証番号を入 
力しなおすとさは、ク U アボタンを巧すか、 

<■でひとつずつ房り入力しなおします。 

登録した暗証番号を忘れたときは 

n 日パスワード」には4おの数字「1369」を入 
力し、惭パスワード」と「パスワード確認」に 
新しい4巧の暗証番号を入力しまず。 

♦視聴制限 （ DVD ビデオのみ） 

視聴制限レベルを設定します。設定するレべ 
ルの数字びルさいほど制限び厳し<なります。 
この設定をするためには、先に暗証番号を設 
定してください。 

視聴制限を設定ずる 

1視聴制限画面か6个 /* で「視聰制限 J 
を選ぴ、ミ央定ボタンを巧ず。 


2个/んで制限ずるレベルを選び、ミ夹定ボ 
タンを押ず。 

レベルの数字びルさいほど制限び厳し< 
なります。 

暗証番号入力の画面び表示されます。 


欄制旧 


暗訪番号 

□ □□□ 

1 0 K 1 


3数字ボタンで暗証番号を入力し、決定 
ボタンを巧ず。 


視聴制限機能がある DVD を再生ずる 
には 

ディスクを入れて►-を巧すと、視聴制限の 
暗証番号入力画面び表示されます。数字ボタ 
ンで暗証番号を入力し、決定ボタンを巧して 
<ださい。 

な 

• 視聴制限機能びないディスクは、本機で視聴制 
限をしてち再生は制限でをません。 
•ディスクによっては、再生中に視聴設定の変更 
を要ホされる場台びあ0まず。その場台、暗証 
番号を入力し、レベルを変更してください。つ 
づを再生び觸除されたとさに、設定したをとの 
レベルに戻ります。 
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その他 


巧障かな？とおった6 

本機の調子びおかしいとき、修理に出す前に 
をラー度点検してください。それでち正常に 
動作しないとさは、ソニーの相談窓口（裏表 
紙）またはソニーサービス窓口、お買い上げ 
店にお問い合わせください。 


電源 

電源が入5ない。 

-► 電源コードびしっかり差し込まれている 
か確認してください。 


電源び自動的に切れる。 

-► 「自動電源オフ」び「入」になっています 
(18 ぺージ)。 


映像 

映像が出ない、乱れる。 

-► 接続ケーブルのプラグびしっかり差し込 
まれているか確認して < ださい。 

-► 接続ケーブルび断線していないか確認し 
て < ださい。 

-► ディスクにミちれや傷びないか確認してく 
ださい （25 ページ)。 

-► テレビの接続 （11 ページ）と本磯の設定 
(17 ページ）を確認し、テレビの入力を 
本機の映像び映るよラに切り換えてくだ 
さい。 

—► ビデオデッキを経由してテレビに接続し 
たり、ビデオー体型テレビに接続してい 
ると、一部の DVD プ□グラムに使用さ 
れているコピープ□テクシヨン信号び画 
質に悪影響を及ぼす可能性びあります。 

本磯はテレビに直接つないでください。 

-► 本機とテレビを D 1/ D 2 映像出力端テを 
使って接続しているとさに映像び乱れた 
り、真っ黒になった場合は、電源ボタン 
を巧して本磯の電源を切り、数字ボタン 
で 「369」 と押して、次にリモコンの電 
源ボタンを巧してください （18 ページ)。 


設定画面の「一般設定」の「テレビタイ 
プ」で設定した画像のおで再生でをない。 

-► 画像の形び固定されているディスクを再 
生していないか確認して<ださい。 


音青 

音が出ない。 

-► 接続ケーブルのプラグびしっかり差し込 
まれているか確認してください。 

-► 接続ケープルび断線していないか確認し 
て < ださい。 

-► 音声の接続（プラグのホと白）びされて 
いるか確認してください （11 ページ)。 

-► アンプの接続 （12 ページ）と本機の 
「オーディオ設定」 （19 ページ）を確認 
し、アンプの入力を本機の音声び出るよ 
ラに切り換えてください。 

-► 一時停止、ス□一再生になっていないか 
確認してください。 

-► 早送りまたは早房しになっていないか確 
認してください。 


音が小さい。 

-► DVD によっては、再生時の音量びかさい 
場合びあります。「オーディオ DRC 」 を 
「テレビ」に設定 （19 ページ）すると、 
改善されることびあります。 


操作 

リモコンで操作でさない。 

-► 電池び消耗していないか確認してくださ 
い。 

-► U モコンと本体との間に障害物びないか 
確認してください。 

-► U モコンと本体との距離び離れすざてい 
ないか確認してください。 

-► U モコンを本体の U モコン受光部に向け 
て操作して < ださい。 

-► U モコン受光部に直射曰光や照明器具な 
どの強い光び当たっていないか確認して 
<ださい。 

-► 音声切換ボタン、字幕切換ボタンび操作 
でさないとさは 、 DVD メニューから選択 
して操作してください。 


再生び始ま6ない。 

-► ディスクび裏返しに入っていると、「ディ 
スクなし」または「このディスクは再生 
でをません」と画面に表示されます。ラ 
ベル面（または再生しない面）を上にし 
てください （13 ページ)。 

-► ディスクび斜めにずれて入っていないか 
確認してください （13 ページ)。 

-► 再をでさないディスクを入れていないか 
確認してくださいに3ページ)。 

-► 正しくファイナライズされていない録画 
用ディスクを入れていないか確認して< 
ださいに3ページ)。 
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-► 本機で再生できない地域番号の DVD を入 
れていないか確認してくださいに4ペー 
ジ)。 

-► 視聴制限び設定されていませんか。設定 
を変更してくださいに0ページ)。 

-► 結露していないか確認してくださいに己 
ぺージ ’）。 


再生び自動的に始まったり、止まったりず 
る。 

-► ディスクによっては自動的に再生び始ま 
ります。 

-► ディスクによってはオートポーズ信号の 
ところで自動的に再生び止まります。 


再生びディスクの最初か5始ま5ない。 

-► U ピート再生 （14 ページ）やランダム再 
生 （8 ページ）び設定されていないか確 
語してください。 

-► つづさ再生になっていないか確認してく 
ださい （13 ページ)。 

-► プレイ U ストを作成したディスクでは自 
動的にプレイリストび再生されます。「才 
U ジナル」のタイトルを再生したいとさ 
は、画面表示ボタンを巧して「才 U ジナ 
ル」に設をしてください （14 ページ)。 


通常のスピードで再生されない。 

-► 早見再生/遅見再生になっている可能性 
びあります。を巧すと通常再をに戻 
ります （14 ページ)。 


再生までに時間びかかる。 

-► DVD ( VR モード）のディスクは、再生 
開始までに時間びかか0ます。 


MP3/JPEG ファイルを再生でをない。 

-► ファイルのフオーマットや拡張テび準拠 
しているか確認して<ださいに3ペー 
'；) 

-► ファイルび壊れていないか確認してくだ 
さい。 

-► 画サイズび大さすぎないか確認してくだ 
ごい （23 ページ)。 


アルバム名やファイル名が正しく表示され 
ない。 

-► 本機は数字とアルファベットしか表示で 
さません。その他の文字は「*」で表示 
されますに4ページ)。 

本機が正常に動作しない。 

-► 静電気などの影響で正常に動作しな< 
なったとさは、電源コードを扳いてくだ 
さい。 


ディスクび取り出せず、表示窓に 
「し1][り (LOCKED) と表示される。 

-► チャイルド□ックび設定されています 
(14 ページ）。 


ディスクび取り出せず、表示窓に 
「t -LLR」（TRAY LOCKED) と表示さ 
れる。 

-► ソニーの相談窓口（裏表紙)、ソニーヴー 
ビス窓□、お買い上げ店にお問い合わせ 
<ださい。 


再生中に静止ずる。 

-► DVD+R DL / DVD-R DL ディスクを再生 
しているとさは、層の切り換わり時に再 
生び静止することびあります。 


字幕び消える。 

-► 再生中に再生スピードを変えたり、シー 
ンを飛ばしたりすると、一時的に字幕び 
ミ肖えます。 


ボタンを f 甲したとおりの操作びできず、 
r®」 び表示される。 

—► ディスクによって操作を禁止しているち 
のびあります。ディスクに付属の説明書 
ちあわせてご覧ください。 
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再生でをるディスクー覧 


種類 

□ゴ 

アイコン 

特性 


座 

VIDEO 


• 市販の DVD 

• DVD+RW/DVD+R/DVD+R DL 


1 DVDvideo H 

(+VR モ ー K) 


ijyo uyp 


• DVD-RW/DVD-R/DVD-R DL [ビ 


RW R 


デオモード） 

DVD 

EHJl QSl 

DVD ♦ Rewritable DVD + R 


DVD-RW/DVD-R/DVD-R DL (VR 

モード） 





CD 

团帽歴 

DIGITAL AUDIO 

の 

• 音楽用 CD 

• 音楽 用 CD フオーマツ 1- の CD-R/CD- 
RW 

n COMPACT 

抽帽面 

Idigital videoI 

国 

1 

• ビデオ CD 

• ビデオ CD フォー マツ トの CD-R/CD- 
RW 

データ 

CD/DVD 

I 

I 

1 

rriTTi 

1 

MP3 や JPEG ファイルび入ったデー 
夕 CD/ データ DVD 


な 

• ディスクの再生について 

記録済みのディスクには、傷や巧れ、また記録 
状態やレコーダー、書を込みソフトの特1をび原 
因で再生でをないちのびあります。 

ずべての記録終了時に終了情報を記録ずるファ 
イナライズ作業をしていないディスクは再生で 
さません。 

詳しくは、レコーダーの取扱説明書をお読みく 
ださい。 DVD + RW / DVD + R によっては、適 
切にファイナライズ作業がされていてち本機の 
い < つかの再生機能び使えないことびありま 
す。その場台には、ノーマル再生でご覧<ださ 
い。 

• カラー方式について 

本機は NTSC カラーテレビ方式対応のため、 
NTSC じ(がのカラーテレビ方式 （ PAL 、 
SECAM ) 対応のディスクは再生できません。 


作 

MP 3 と JPEG についてのご注意 胃 

本磯では次のよラなファイルを再をすること 
びでをます。 

•拡張子び「. mp 3」 *1 の MP 3 ファイル。 

•拡張子び 「. jpg 」 *ピの JPEG ファイル。 

• DCF (カメラファイルシステムのデザイン 
規恩画像ファイル形式に準拠した 」 PEG 
ファイル。 

• ISO 9660のレベル 1/ Joliet 準拠のデータ 
CD 。 

• UDF (ユニバーサルディスクフオーマツ 
卜）準拠のデータ DVD 。 

timp 3 PR 0 で記録されたファイルは再生できま 
せん。 

*ピファイルの拡張子び r . jpeJ ま/■こは r . jpeg 」 

の場含は、 「. jpg 」 に名前を変更してくださ 
い。 

ク 

• をくの階層やアルバムを持つディスクは再生び 
始まるまでに時間びかかります。じ(下のよラに 
することをおすすめしまず。 

ーディスクにアルバムを記録するとをは第2 
階層までにする。 

ーディスク内のアルノ（ム数は5日じ(下にする。 

一ひとつのアルノ くム巧のファイル数は100し U 
下にする。 


一•巧のぺージへつづく 
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一ひとつのディスク内のアルバムとファイル 
の合計数は6日日な下にする。 

• ディスクに記録された順番に再生します。 

な 

• MP 3 や JPEG 形式ながのデータに r . mp 3」 ま 
たは r . jpg 」 の拡張子をつけないでください。 
本機はそれらを再生してしまい、雑音や故障の 
原因となりまず。 

•パケットライト形式で作成されたデータ CD / 
データ DVD は再生でをません。 

• マルチセッション形式で作成されたデータ CD / 
データ DVD は再生でをないことびあります。 

• JPEG 画像ファイルによっては、再生でをない 
をのびあります。 

• ノーマルモードで 3078 ( 幅） X 2048 情さ） 
じ(上の JPEG ファイル、またはプ□グレッシ 
ブモードで2日日0 ( 幅） X 1200 (高さ） 

の JPEG ファイルは再生でさません。（プ□グ 
レッシブ JPEG ファイルは規定内のサイズで 
を再生でをない場合びあります。） 

• 本機で表示でをるファイル名/アルバム名は最 
長で14文字です。表示でをない文字は「*」 

で表示されまず。 

• 本機で表示でさるアルバム名は選択中のアルバ 
ム名のみです。それより上の階層のアルバム名 
は r \..\ j と省略されます。 

• ファイルによっては再生情報び正し<表示され 
ない場台びあります。 


市販のディスクについてのご注意 

地域番号（リージョンコード）につい 
て 

菁作権保護を目的に設けられた制度です。 
市販の DVD のパッケージには販売地域に 
よって、地域番号び表示されています。 

地域番号に 「 ALU またはに」び含まれて 
いるとさは、本製品で再を巧能です。 


音楽ディスクの再生について 

本製品は、コンパクトディスク （ CD ) 規格 
に準拠した音楽ディスクの再生を前提として 
設計されています。 

DualDisc および菁作権保護技術を採用する 
一部の音楽ディスクは CD 規格に準拠してい 
ないことから、本製品ではご使用いただけな 
い場合びあります。 


著作権について 

•本製品は、 FraunhofeNIS および 
Thomson の MPEG Layer -3 才ーディオ 
コーディング技術と特許に基づ<許諾製品 
です。 

•本製品の曰本語表示には、株式尝社 U コー 
所有の文字フォントを使用しています。 


商標について 

• ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基 
づき製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic およびダブ 
ル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標 
です。 

• DTS および記号は DTS , Inc . の登録商標で 
す 。 DTS Digital Out および DTS □コ‘は 
DTS ， Inc . の商標です。 

Manufactured under license under 
U . S . Patent #: 5,451 ,942 & other U . S . 
and worldwide patents issued & 
pending . DTS and the Symbol are 
registered trademarks and DTS Digital 
Out and the DTS logos are trademarks 
of DTS , Inc . Product includes software . 
© DTS , Inc . All Rights Reserved . 

• " DVD + RW "、" DVD - RW "、" DVD + R "、 
" DVD+R DL "、" DVD - R"、"DVD ビデオ"、 
" CD " の□づは商標です。 



DVD 、 ビデオ CD の再生操作につい 
て 

DVD 、 ビデオ CD はソフト制作者の意図に 
より再生状態び決められていることびありま 
す。本製品はソフト制作ちび意図したデイス 
ク内容にしたびって再生を行ラため、操作し 
たとおりに機能び働かない場合びあります。 
再生するディスクに付属の説明書ち必ずご K 
<ださい。 


24 





使用上のごを意 


CD / DVD プレーヤーはコンセントの近くで 
お使いください。本機をご使用中、異常な 
におい、煙び出たとさはすぐにコンセント 
から電源プラグを抜さ、電源を遮断してく 
ださい。 

通常、本体の電源ボタンで電源を切っただ 
けでは、完全に電源から切り離せません。 


設置について 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

一振動のをい所。 

一直射日光び当る所、湿度び高い所。 

一極端に寒い所、極端に暑い所。 

一電子レンジや大音量スピーカーなど磁気の 
強いをのから近い所。 

また、本機の上に花瓶など水の入った容器 
を置いたり、水のかかる場所で使用しない 
でください。本磯に水びかかると故障の原 
因とな0ます。 

• 本磯に重いちのをのせないでください。 

• 磯銘板は本機の背面に表示してあります。 

設置場所を変えるときは 

ディスクを入れたまま、本磯を動かさないで 
ください。ディスクを入れたまま動かすと、 
ディスクを傷めることびあります。 

結露（露つさ）について 

部屋の暖房を入れた直後など、内部のレンズ 
に水滴びつくことびあります。これを結露と 
いいます。このとさは、正常に動作しないば 
かりでなく、ディスクや部品を傷めることび 
あります。本機を使わないとさは、ディスク 
を取り出しておいてください。 

結露び生じたとさは、ディスクを取り出して、 
電源を入れたまましばら<放置し、再び電源 
を入れ直してからお使い<ださい。 

結露びあるとさにご使用になると、故障の原 
因になります。 

残像現象（画像の焼きつき）について 

本機のメニュー画面などの静止画を液晶画面 
やテレビ画面に表示したまま長時間放置しな 
いでください。画面に残像現象を起こす場合 
びお0ます。 


再生を開始ずるとさは 

音量を必ず下げておをましよラ。始めから音 
量を上げていると思わ说大さな音び出てス 
ピーカーを破損させたり、ヘッドホンで聞い 
ている場合には耳を傷めるおそれびあります。 

映画や音楽を楽しむときは 

映画や音楽をお楽しみになるとさは、隣近所 
に迷惑びかからないよラな音量でお聞さ<だ 
さい。特に、夜はかさめな音でち周固にはよ 
く通るちのです。窓を閉めたり、ヘッドホン 
をご使用になるなどお互いにむを配り、快い 
生活環境を守りましよラ。 

本体のお手入れについて 

キャビネット和パネル面のミちれは、中性ミ先剤 
を少し含ませた柔らかい巧で拭いて<ださい。 
シンナー やベンジン、 アルコール などは表面 
を傷めますので使わないで<ださい。化学ぞ 
ラさんをお使いになるとさは、そのミ主意書さ 
に従ってください。 

クリーニングディスクについて 

レンズ用のク1」一ニングディスクは、本磯で 
は使わないでください。故障するおそれびあ 
ります。 

ディスクの取り扱いについて 

• 再生面に手を触れないよラに持ちます。 




• 直射曰光び当たるところなど温度の高い所、 
湿度の高い所、直射曰光び当たって高温に 
なった車内には置かないでください。 

• ケースに入れて保ちして<ださい。 

• 柔らかい巧でディスクの中むから外の方向 
へ軽くおさます。ミちれびひどいとさは、水 
で少し湿らせた柔らかい巧で拭いた後、さ 
らに乾いた巧で水気を拭さ取って<ださい。 



•ベンジンやレコードク1」ーナ ー、 静電気防 
止剤などは、ディスクを傷めることびあり 
ますので、使わないでください。 

• ラベル印刷したディスクは印刷面び乾いて 
からお使いください。 


呼巧のぺージへつづく 
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• 次のよラなディスクは使用でさません。 
一円お政外の特殊なあ状（カード型、 A — 卜 
型、星型など）をしたディスク 
一紙やシー J レの貼られたディスク 
ーセ□八ンテープやレンタルディスクのラべ 
ルなどの糊びはみ出したり、はがした跡の 
あるディスク 



主な仕様 

システム 

お式： CD/DVD プレーヤー 

信号方式： J 曰 TA 標準、 NTSC カラー方式 

出力端子 

映像出力： ピンジャック 

音青出力ち/左： ピンジャック 

D 1/ D 2 映像出力： D 端子 

デジタル音舌出力光： 光出カコネクター 

電源、その他 

電源 ： AC 100 V 、50/60 Hz 
消費電力： 6 W 

最大かお寸法： 320 X 38 X 209 mm (幅/高 
さ/奥行さ）（最大突起部分を含む） 

質量： 1.2 kg 

許容動作温度： 5 〜 35 ご 

許容動作湿度： 25 〜 8 日％ 

付属品 

1日ページをご賣ください。 

仕様および外観は、改良のため、予告な<変 
要することびありますび、ご了承ください。 


驟書との夕-卜 


巧註書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

♦調子び悪いときはまずチェックとご相談を 

r 故障かな？と思った5」の項を参考にして、 
故障かどラかを点検してください。 

♦それでち具合が悪いとさはソニーの相談窓 
□へ 

ソニーの相談窓口（裏表紙）へご相談になる 
とさは、次のことをお知らせ<ださい。 

• 型名： DVP - SR 200 P 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 再生していたディスクのタイトル名： 
•再生していたディスクの種類 （ DVD ビデ 
才、 DVD - RW 、 DVD-R など）： 

• つないでいるテレビなどのメーカーと型 
ち. 

•購入年月曰： 

• お買い上げ店： 

♦保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは保証書をご養ください。 

♦保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 

♦部品の保有期間について 

当社では、 CD / DVD プレーヤーの補修用性 
能部品（製品の機能を維持するために必要な 
部品）を、製造打ち切り後日年間保有してい 
ふ 〇 

♦部品の交換について 

この製品は、修理の隙に交換した部品を再生、 
再利用する場合びおります。その際、交換し 
た部品は回収させていたださます。 


26 






索引 
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アングル 15,18 
暗証番号19 
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オーディオ設定 19 
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音声 19 

音声デジタル出力 19 

力行 

画面表お言語 19 
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ドルビーデジタル 19 

バ行 
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プ□グレッシブ 18 


アルファベット/数字順 

CD 13， 23 

DTS 14，19 
DVD 13, 23 

D1/D2 映像出力 11 
JPEG 15， 23 

MP 3 1己，23 
PBC 14，18 
16:917 

4:3パンスキヤン 17 
4:3レターボックス 17 
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製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のサポートの充実を図るため、製品 
登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

パソコンから 

http://www.sony.co.jp/dvd-regi/ 

携帯電話から 

http://reg.msc.m.sony.jp/dvd/ 

2次元コードでアクセス 

2次元コード対応のカメラつさ携帯電話の 
読み取り機能でご利用ください。 



よ < あるお問い合むせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.ip/support 
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